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1
.

( い )

ァ 与式 = 7 15:

= 22
～

12xy × (- 3x )
イ ; 与式 =

6 y

= - 6xm

2 × 2a - 3 ( a - b )
ウ : 与 式 =

6

.

4 a - 3at 3 b

6

憑
(2 ) 与 式= ( a - 3 )(a - 5 )

m～

(3 ) 解 の 公式 より

- 3 ± √ 30 4 × 3 × ( - 1 )
x =

2 × 3

=

- 3 ± 21t
6
mm



(4 )

ア : 子 は 有理数であるが ,小数 にする
C

,0 .33
と 小数点以下 が無限 に続くので誤

ィ : ☆ = 1
.

41421356 … と 小数点以 F が

循環 しないので 正 しい
。

ウ : √π3 ) : =√9 = 3 より 該誤りの
工 : 正 し…

( 5 ) 直角 三角形 の 3辺 のうち 斜辺 が最 も長 い
。

⑦ 7cm が斜辺 のとき

他 の 辺 の 長 さは 平方 の 定理より=√49 -5 = 26m
～

⑨ 7 cm が 斜辺 でないときき
斜辺 の 長 さは 三平方 の 定理 より

√ ' で+ 5 =√49 = 04cmm

( 6 ) ②
X ① ① 点 A

.

点 B を 通 るので
A

∞

…" AB の 垂直=等分線を
0 作国団 ⇒ 0 A = 0 B

7

0

ニ

② 点 B でl に 接するので
X

l

B
) l

.

点 O と l は 垂直

⇒ 点 B を通 る 垂線を

作国



2
.

( )
6 τ 9 + 4 t 6 + 10

ァ : 平 均 値 =

5

= = 7盟
デ ー タを 小 さ順 に 並べると

4
.

6
,

6
.
9

,

10

人

中央値

よって 中央値= 6 問 ～
～

イ : F の 正解数 が 1 ～ 6 問 のとき
,
5 人 の 中央値

より 下位デー タになるので
,
中央値は 変化しないい

例 : F が 5 問 正解 のとき

4
,
5

.

6
,

6
.

9 , 0
.

中央値= = 6 問

一方
,
F の 正解数 が7 ～ 10問 のとき 5 人 の

中央値 より 上位 デ ー タになるので 中央値 は変化する
例 : F が 7 問正解 αと

4
.

6
,

6
,

7

,
9

. 10
八

中央値 == 6 . 5問

よ
。
て 7 , 8 . 9 .10問
mmmm



( 2 )

〉
OOBA と O OCD で

X 対頂角 は 等 しから
⑦

⑨

LAOB = CDOC-
①

平行線 の 錯角 は
m

等 い
X

〉 ので
,

AB/ 1 CD から

LOBA = LOCD - ②
①

,

② から 2 組 の 角 がそれぞれ等 しので
～

OOBAS 0 OCD

(3 )
ァ

OGDA COGBC で

X ② ADIBC より 錯角 が等 しので
LGDA = LGBC 一 ①

∠ GAD = LGCB ー②
①

,
② より 2組 の 角 がそれぞれ

等 しいのでOGDACSOGBC

対応 する辺 の 比 は 等 しから
⑨ X

AG : CG = DA BC:

= 6 ^

: 1 θ

= 3 : 5

よって AG : GC = 3 5～



ィ
OAEG と OABC で

EGYBC より 同位角 が等 しい

ので
0 X'

L

!

LAEG = LABC ー①

∠ AGE = LACB 一 ②

①
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ

等 しいので
0 X

OAEG CS OABC

アより AG : GC = 3 : 5 なので AG : AC = 3 : 8

対応 する 辺 の 比 は 等 しので
EG : BC =AG
: AC

: 8 E G = 30 ⇒ EG=

3
.

しい

樹形国 は 以下 の 通りア

A B axb A B axb A B axb

2 台 6 0非 60 き多
。

。 3
18

5 10 5 30

カ ー ドの 組み合 わせは 9通 り
。
そのうち ab が 6

となるのは 2 通 り
。
よって 確率 はX



イ
.

樹形国 は 以下 の 通 り

A B axb 問 A Baxbao
2 60 ① 4 30 0

6 20 0 は IO 0率 ¢字
。5 10 12 0 6 0

A B axb abo
20 0

。' ;
6

20

18 了

5 30 4 0

カ ー ドの 組み合 わせは 9通 り 。そのうちとなるのは通
り
。よって確率

は 器 が自然∞ 数

～
(2 )

a = 2 のとき aO
=

2

O= O一 D

a = 4 のとき O = -

=⑪
a = 6 のとき ⑪= =③

①
,
②

.
③ が 全 て 自然数 となるかつ , bが最大 となる

自然数 には b が 60
.
30

.

20 の 最大公約数 で

あれば 良 い
。 よって b = 10
m

また ,
1 , 5 は 60 , 30 ,20 の 公約数 であるため ①②③

は 自然数 となるが 3 は 公約数でないため③ は
～



自然数 とならない。

よって 箱 B に 入 てる 3枚のカ ードのうち 3 と
～

書 かれたカ ー ドを ( 0 と 書 かれたカ ー ドに 入 れ替える
～

山
(い ) 100 km

く ゝ

9 : 00 10 : 30

時速50 km 時速90 km 時速45 km
〉 〉 '

学校 A B 目的地
く 〉 入 〉

xkm 100 - (xty ) Ykm

A 地
点

から B 地点 までは 100 - ( xty ) km～
～

( 2 )

学校 から 目 的地 まで 1時間 30 分 = ② 時間イ

かかった 。

A 地 点 から B 地点 まで 全体 の 4 倍 の時間
がかかったので

…

吾= ③ 時間

また , 学校 から A地点 B地点 から 目 的地 まで

にかかった 時間 は 全体 の 倍なのです= 95
②× 95 =

5 時間6



よって

!
l

90

ー ②

00-

t
ー ①

仏

① × 90 より

100 - (xty ) = 60

∴ - x- y = - 40 ⇒ x ± y = 40 ー ③

② × 450 より

9 x t 10 Y = 375 ー④

③× 9 - ④ より

9 x t 9 y = 360

9 x t 10 y =3
- Y =

- 15

y = 15

Y = 15 を ③ に代入 して

x + 15 = 40 ② x = 25

よて

x

5～



5
.

し )

↓
傾き - 1

直線 l の 傾 きが 一 1 である
。

に欠関数 では 傾 き = 変化 の

割合 なの
Y の

増加量 一
にはの増増加量

)
v つ xの増加量

A → B の
=

4-
の増加量

…

増加量

= Yの増
よて

Y の 増加量 =

- 10ー①

点 B z Y = ax 上 であり x = 4 なので

Y = a × 42 ⇒ y = 16 a
.

の ①より 点 A の Y座標 は Y = 16 a t 1 o .

一 ②

一方
,

点 A は Y = ax
上

であり . x= - 6 なの

Y = ax (- 6) ⇒ y = 36 a - ③

②
.

③ より

16 a t 10 = 36a
.

- 20 a =
- 1 O

:a



(2 ) 点 A は Y = 上 x 上 にあり x =
- 6 なので

y = 土 × (- 6 )
"

= 18 ∴ A ( - 6
,
18 )

直線 ( の 式 は
傾 きが 1 なので Y =- xtb と

す ∠ と , A ( - 6 ,( 8 )を 通 るの

18 = - (- 6 ) tb ⇒ b = 12

よ。 て y = -x + 12
～

(3 )

ァ

( - 6 , 18 ) = 上 x上 にあり x= 4

なので

Y = 土 × 42 = 8

を 148 )

∴ B ( 4 , 8 )

よて

OPBA
= OPAE t OPBE

∞ '

一4 = 上 x t × 6 t I xt × 4.

= 3 t + 2 t

= 5 t
～

cm
2



イィ

点 E は Y = - x+ 12 の

切片なので E CO , 12 )

Ep = tcm より

( O, 12 ) PO = 12 - t cm

OF = 6 cm より

PF = POTOF

. = 12 - t t 6

12 -t
= - t + 18 .

@

16
- 昇 よって彡 O PCD = I × 10 x - tt 18 )
ー

0 4 =
- 5 t + 90

cm
2

アより OPBA = 5 t cm より

OPBA + OPCD = 5 tt 5 t + 90 )-

= 5 t - 5t + 90
= 90

.

よって 七 の 値 に 関係 なく 一定 である 。

( 4 )

点 P が EF 上 にあるとき [ 3 ) イより

5 t : ( - 5 t + 90 ) = 4 :
1

～

OPBA OPCD

よって



4 ( - 5 t t 90 ) = 5 t
-20 t - 5 t = - 360

25 t = 360 ⇒ t =⑤2
～

点 P が EF 上 にないときすなわち 。
点 P が 点 Fa り

m～

下 にあるとき

EF = tcm , Eo = 12cm

OF = 6 cm より

FP = ヒ - ( 12 + 6 )
= 七 - 18cmm～

占!
OPBA
= L PEA + OPBE
= 王 × t × 6 t Ixt × 4

O PCD = 1 × 10 × ( t - 18)ぶ = 5 t
.

= 5 t - 90

よて

5 t : 5t -90 = 4

回AB D
よて

4 ( 5 t - 90 ) = 5 t

20 t - 5 t = 360

t15 = 360 ⇒ t = 24
～



したがって OPBA C OPCD の 面積 の 比 が 4 : 1

となるのは 点 P が 点 E を 出発 してから

4 秒後
～


